
 

事業実施報告           【地域様式③】 

 

 
2019/06/20                                長野県社会福祉協議会 

■事業名 

長野県社会福祉協議会 まちづくりボランティアセンター運営委員会 

 

■実施主体 

社会福祉法人長野県社会福祉協議会 

 

■事業報告 

実施名 平成 30年度第２回まちづくりボランティアセンター運営委員会 

開催日時 平成 31年３月７日（木） 10時 00分～12時 00分 

開催場所 長野県社会福祉総合センター３階第２会議室 

参加者 

運営委員：香山委員長、端田副委員長、山田委員、新井委員、戸田委員、山岸委員、村松委員 

     大日野委員、宮下委員、小池委員、中橋委員 

事務局：小穴部長、山本企画員、須野原主任、福澤主任、徳永主事、髙橋専門員 

 

実施内容 

 

１ 全体討議 

 事務局説明及び関連する事項についての討議を行った。（詳細は、別添「全体討議要旨」のとおり） 

（１）平成 31年度事業計画書（案）について 

（２）福祉に関する県民意識調査結果について 

（３）総合企画部会について 

 

２ グループ討議 

 各テーマに基づき、グループ別に討議を行った。（詳細は、別添「グループ討議要旨」のとおり） 

  Ａグループ：（進行）香山委員長  

  「まちづくりボランティアセンターの機能強化」について  

   ・現場をリサーチする機能の必要性について 

   ・地域福祉コーディネーター研修の効果的な実施について 

   ・20年後、30年後を見据えた地域福祉の推進について 

 

  Ｂグループ：（進行）端田副委員長 

  「福祉教育」の推進について 

   ・学校の福祉教育への取り組みの現状について 

   ・社会教育と福祉教育の連携について 

 

成果･課題等  平成 31 年度から、組織名称自体が「まちづくりボランティアセンター」となることが決定し、そ

のコンセプトをどのように説明していくか、機能や事業をどう方向性づけするかという点について活

発に議論をしていただいた。 

 第 1 回運営委員会から引き続き、「現場をリサーチし、現場にある課題・ニーズを見据えて事業推

進する」ことの重要性について繰り返しご指摘をいただいている。 

いただいたご意見を今後の運営に反映させていくとともに、「20年後、30年後の地域社会を見据え

た基盤づくりとして」というご助言を念頭に、センター化の意義を確認・定着させていきたい。 

 


